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１．はじめに 
	 現在，加工用レーザーや医療用レーザーなど

として，CO2レーザーは産業に欠かせないもの

である．産業用レーザーでは，低コスト・ポー

タブル・メンテナンスフリー・ウォームアップ

フリーの装置が要求される．それを満たす方式

として，我々は，軸方向放電励起方式（放電電

流と同じ方向にレーザー出力光を取り出す方

式）に着目している．一般的な CO2 レーザー

では，CO2と N2，Heの混合ガスが使用される．
N2の効果は，N2の上準位から CO2のレーザー

上準位へのエネルギー移乗による効率の向上

である．He の効果は，CO2の下準位の緩和と

放電の均一化の促進である．しかし，He ガス
は，希少で高価である．そこで，本研究では，

Heガスを使用しない軸方向放電励起 CO2レー

ザーの発振特性について調査した． 
 
２．実験装置 

 
Fig. 1. Laser system. 

 
	 Fig. 1は，レーザー装置図である．レーザー
管は，内径 13 mm，外径 17 mm，長さ 45 cmの
セラミックス管と Auコートの全反射鏡，反射
率 85%の ZnSe出力鏡で構成された．励起回路
は，−600 V のパルス電源と昇圧トランス，充
電コンデンサ，トリガ付きスパークギャップで

構成された．実験では，CO2と N2の混合ガス

を用い，混合比とガス圧に依存する特性が調査

された．  

３．結果 

 
Fig. 2. Waveforms at 1.8 kPa in CO2: N2= 20: 1. 

Black and gray lines are laser pulse and 
discharge voltage, respectively. 

 
	 結果の一部を Fig. 2に示す．Fig. 2は，混合
ガス CO2: N2= 20: 1，1.8 kPaにおけるレーザー
パルス波形と放電電圧波形である．CO2リッチ

の媒質では，1 µs以下の高速放電が得られる 2 
kPa以下の低ガス圧において，テールフリーの
短パルス発振が得られた．Fig. 2 の条件では，
レーザー出力エネルギーは 6.8 mJ，半値幅は
80 ns，ピーク出力は 85 kWであった． 
	 混合比とガス圧，放電形成時間により，レー

ザーパルスは，Fig. 2のようなテールフリーの
短パルスや数十µs のパルステールをもつ
TEA-CO2 レーザーのような短パルス，数十µs
の半値幅をもつ長パルスとなる． 
	 詳細な結果は講演にて発表する． 
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